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4,380

（平成22年度事業）

―

氏名

上下水道部長

2

役職

100.0

ベンチマーク

100.0

100.0 100.0

100.0

100.0

参
考
指
標
①

108.8
ベンチマーク

余裕率
水源余裕率

確保水量 43,250
20,716日最大

43,250

1.0

安定給水のため、自己所有水源の水量に
対する取水の自由度を示す。【式；(保有す
る取水権水量÷全水源水量)×100】

0％～120％

19,135

126.0

100.0

43,250
20,258

113.5

安定給水のため、日最大配水量に対し確保している
水源水量の割合で取水の余裕度を示す。
【式；(確保水源水量÷日最大配水量-1)×100】

全国同規模(給水人口3～5万人)210団体の分布

120.0

水道事業ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの業務指標では0.5日以上

需・給の調整と突発事故に備えるため、配
水池の総容量が何日分あるかを示す。
【式；配水池総容量÷日平均配水量】120.0

1.0

1.2 1.2

参
考
指
標
②

自己保有水源率
100.0 100.0

100.0

100.0

目標

達成率

100.0

参
考
指
標
③

配水池貯留能力
1.2

120.0

1.0目標

実績

ベンチマーク 0.5日以上

達成率

4 やや高い

3

H23

事業運営の効率化のため、水源施設の維持管理について民間委託導入に向けた検証を開始した。

引き続き、安全な水道水の安定供給と事業運営の効率化を行う。

100.0

馬場　圭一

翌年度（H24年度）の取組目標

－

市長コメント

＜事業構成の適当性＞
手段は最適か？

100.0

－ －

－

100.0

－

－

－

9,887

685

上下水道部　水道課長

金井　和字

０８６９－６６－９７９１

作
成
者

役職
施　策　名
（小項目）

水資源開発と水利用

14,641

氏名

電話

評価結果

コード

01-01-08

施策を構成する

事　務　事　業 直　接
事業費

744

内部管理 23

安全で快適に暮らせるまちづくり

時間4.0このシート作成に要した時間

686

Ａ ～ Ｅ
(高 ～ 低)

細　　事　　業

単 市

岡山県広域水道企業団運営経費等負担金 法 定

事業分類

吉井川坂根堰利水者協議会会費

法 定

法 定吉井川坂根堰管理負担金

吉井川下流水利用連絡協議会会費

八塔寺川ダム管理費等負担金

生活しやすいまちづくり

Ｂ

―― ― ―

1 水源管理事業

30

4,532

10,154

23

4,560

30

13,287 1.44

人件費

平成22年度

1.17

直　接
事業費

人件費人工数

48,234

平成21年度

☆☆☆☆☆50,705
* 法定事務

11,350

――

施策への
貢献度

☆☆☆☆☆
　～
☆

人工数

事　業　費　等　（単位：千円，人）

平成23年度

当初予算
（直接事業費）

平成20年度

☆

0

10,065

4,469

☆☆☆

☆☆☆

23 ☆

30

746

③

重要度（%）

H20調査年度

施策展開

(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出)

項　　　目

調査結果に対するコメント、
市民の反応等

満足度（%）

10.7

57.3 52.9

H23

10.0

水資源の安定確保

水需要の拡大策と安定供給

災害時の給水対応

1

新規に必要な事業・連携が必要な事業 説明・期待される効果

内部管理

備　　前　　市　　施　　策　　評　　価　　シ　　ー　　ト

10,195

政策の体系
基本目標（大項目）

―基本施策（中項目）

事務事業

所　　　　属　　　　長　　　　評　　　　価

人工数人件費

14,641 65,866

平成20年度 平成21年度

1.56

＜成果指標の妥当性＞
施策の目的・成果を表現してい
るか？

県内の水道用水供給事業を共同処理する目的で設立された企業団で、水源開発事業や共同水
質検査等を実施している。

63,239

4

この施策に費やした資源（単位：千円，人）
平成22年度

実施主体

51.0

69,850

57.3

H21 H22

目標値

－

100.0
100.0

H28

－

H28

H23

－

－

－

－

1.0

1.0

－

100.0

H28

H23

－

H23

H28

－

ベンチマーク

実績

100.0 100.0

100.0達成率

100.0

施策に対する成果指標名

10.0

実績 100.0

100.0
水質基準検査の達成率

市民満足度では、「満足」「まあ満足」を選んだ方は64.7％、不満を感じる人は7.4％で、満足度は高い位置で推移し
ています。　重要度が高くないのは、安定した供給ができていることの証しであると思います。
今般の東日本大震災の教訓からも、ライフラインである「水道」の重要性は、十分に理解いただいていると思いま
すので、「蛇口をひねれば水が出る」という状態が当たり前であるよう引き続き努力します。

調査対象でない施策
は、市民の反応等

目標

H22H21

安全性確保のため、水道法に基づく水質
基準検査項目の適合度を示す。
【式；検査実績項目÷目標項目数×100】

(誰のために、何の
ために)

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

市内の上水道利用者（一般家庭及び事業所・工場）に安全な水道水を安定供給できるよう、水資源の確保と水源施設
の管理を行います。

備前・日生地区は吉井川を、吉永地区（一部）は金剛川を水源とし、その伏流水及び地下水を利用しています。 過去
数度の渇水時にも取水制限等をすることがなかったように、水資源としては恵まれています。

水道は、住民の健康で快適な生活と産業経済を支える社会の基本的な施設であるため、水利用者に対して、将来に
わたり安全な水道水を安定供給しなければなりません。

現況と課題

②

対象と目的

1.17

安全な水質の保持、安定供給を前提とした水源の確保は、いずれもできており、今後も維持は可能である。

岡山県広域水道企業団

平成23年度

66,03811,350

評価

3

13,287 1.44

基本施策への
貢献度

進行年度（H23年度）の取組内容
（課 題 解 決 状 況）

水源施設維持管理事業 54,298 1.56単 市

☆☆☆

水源保護審議会運営業務

直　接
事業費

50,441

―

成
果
指
標

単
位

水質管理事業

二次評価者コメント

＜施策の有効性＞
指標分析、評価年度･ 中長期の
達成見込みは？

成果指標の計算式の説明
ベンチマークの説明H20

評価年度

11.0

3

過年度実績

高い市民満足度は、これまで安全でおいしい水の安定的な供給ができているからです。今般の東日本大震災から学ん
だことを、大災害や非常事態での水源管理に生かせるよう種々検討し、ﾏﾆｭｱﾙの見直しなど有事に備えられたい。

また、経営の効率化、コスト縮減に向けた民間委託の是非について早急に検証を行い、外部委託の導入について検討さ
れたい。

5：非常に高い　4：高い　3：どちらともいえない　2：低い　1：非常に低い

判　断　理　由　（なぜ、そのランクと評価したのか）

水道水として水質基準に適合させ、飲用に適した水を安定供給するための成果指標であり妥当である。

水道水を安全に安定供給するための、事務事業構成として現時点では適当である。

民間委託を含む経営の効率化を進める。

H23H22
H21

H20

-50

-30

-10

10

30

50

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

重要度

満
足
度

⑤　施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

⑥　施策構成事務事業の評価

⑧　施策の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度・満足度

備前市総合計画の内容から記載する

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低


